中国の慢性砒素汚染地域での介入研究 : 生体内NO産生変動と中毒症状軽減との関係 by 熊谷 嘉人 & KUMAGAI Yoshito
中国の慢性砒素汚染地域での介入研究 : 生体内NO
産生変動と中毒症状軽減との関係
著者 熊谷 嘉人
発行年 2003-05
URL http://hdl.handle.net/2241/00148484
中国の慢性枇素汚染地域での介入研究：  
生体内NO産生変動と中毒症状軽減との関係  
（研究課題番号13576029）  
平成13年度～14年度  
科学研究費補助金（基盤（B）（1））研究成果報告書  
平成15年5月   
研究代表者  熊谷嘉人  
（筑波大学社会医学系・助教授）   
はしがき   
ヒ素は自然界に広範に存在し、その汚染は地球規模で見られている。アジアではバングラデ  
イシュ、インド西部ベンガル地方、中国、タイなどが慢性ヒ素汚染地域として知られている。  
中国の慢性ヒ素汚染は主に①飲料水を介する中毒②ヒ素を高濃度含んだ石炭燃焼からの吸入曝  
露と乾燥食物に付着したヒ素の経口摂取による中毒③職場環境中での吸入曝露に由来する中毒  
の3つに分類することができる。特に中国における地下水の飲用による地域性ヒ素中毒は深刻  
で19卯年初めには重点的な予防・治療対象の地方病のひとつとして指定されている。これまで  
の報告によると、中国の地域性ヒ素多発地域でのヒ素曝露人口は200万人以上、そのうち数万   
人のヒ素中毒患者が発生していると推定されている。地域性ヒ素中毒のうち内モンゴル自治区、  
山西省、新混ウイグル自治区や台湾では井戸水の飲用に起因するヒ素中毒が多い。・一一一般にヒト  
が慢性的にヒ素に曝露されると、色素沈着、色素脱落、手のひら・足の裏の角質変性のような  
皮膚疾患、レイノー症候群のような末梢血管障害、台湾に代表される重度の動脈硬化症である  
烏脚病や高血圧症等の循環器疾患や種々の痛が生じる。   
生体内で産生される一酸化窒素（NO）は、1987年に“血管内皮由来弛緩因子”として発見  
されて以来、世界中で精力的な研究が行なわれ、1998年にはノーベル医学・生理学賞受賞の対  
象となった。このホルモン様ガス状物質はNO合成酵素（NOS）によりアミノ酸の1種である  
アルギニンから産生され、神経伝達や血管調節に重要な働きを担っている。そのため、生体内  
NOの生成減少は神経障害や循環器疾患に関係する。また、生体内NO産生が低下すると、活  
性酸素種の洩度が上昇して酸化ストレスが惹起されることが培養細胞や動物実験の検討から示  
唆されている。   
我々は中国内モンゴル自治区の飲水型慢性ヒ素汚染地域において、ヒ素曝露群の生体内一酸  
化窒素（NO）代謝物洩度が対照群のそれの約半分まで低下していることから、ヒ素の長期曝露  
は血管調節系に重要な役割を演じているNOの産生低下を生じることを報告してきた。今回は  
飲料水の改善による優性ヒ素曝露住民の生体内cGMP（NO産生畳の指標）濃度の変動を調べ  
た。中国内モンゴル自治区包頭市の慢性ヒ素染地域住民50名（男性22名、女性2島名）を対象  
とした。これらの住民に対して中国の環境基準以下のヒ素を含んだ井戸水を1年間供給した。  
飲料水改善前のヒ素曝露住民の尿中無機ヒ素およびcGMP濃度はそれぞれ39土53ドg／gofCr．お  
よび0．31土0．23nmoVmgofCr．であった。介入研究1年後に対象住民の尿中無機ヒ素浪度を測定  
した結果、介入前のそれの19％まで低下した。－¶方、CGMP浪度は0．62土0．25nmol／mgofCr．で  
あり、介入前より2借上昇した（ア＜0．001）。個々のcGMp量の変動を見ても5名以外は全て増  
加していた。以上から、飲料水改善により慢性ヒ素曝露で低下した生体内NO産生は回復する  
ことが示唆された。   
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